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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色個別化ホログラムを作製する方法であって、
　複数の異なった波長の光が発生され、
　この光が色分離されて個々に立体的に変調され、
　前記光が、ホログラフィーマスター（３３）で少なくとも部分的に回折及び反射の少な
くとも一方を行われ、そして複色個別化ホログラムを表す干渉縞を形成し、この複色個別
化ホログラムが撮影されるように、前記光が、ホログラフィー記録材料（３１）中で変調
されて回折及び反射の少なくとも一方を行われなかった光と重ねられるように、当該変調
された光は、光学的に案内される当該方法において、
　前記光は、複数の空間光モデュレータ（１３－１５）によって色分離されて同時に変調
され、
　１つの空間光モデュレータが、前記光の複数波長の各々に割り当てられていて、この空
間光モデュレータは、対応する波長の単色光線（６’－８’）を個々に変調し、前記複数
波長の複数の単色変調光線（６”－８”）が、前記ホログラフィーマスター（３３）で回
折及び反射の少なくとも一方を行われる前に、且つ前記ホログラフィー記録材料（３１）
中で重ねられる前に、複色に色分離されて個別に変調された露光光線（２０）に共線的に
合流され、
　前記複数波長のうちの一波長が、前記個別化ホログラムのピクセルの各々に正確に割り
当てられているように、前記空間光モデュレータ（１３－１５）が、互いに配置され、且
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つ、当該光線合流が実施されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記光は、複色の縞状又は列状光線として生成されることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記複数波長の光は、複数の単色偏光光線（６－８）の共線的に合流された入射光線（
１１）として生成されることを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　複数の前記単色光線が、二色性光学要素と偏光依存分光器とによって前記空間光モデュ
レータ（１３－１５）に案内され、共線的に露光光線（２０）に合流されることを特徴と
する請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　対応する前記空間光モデュレータ（１３－１５）を通じて、前記単色光線（６’－８’
）を同時に走査して光線案内させるため、光学システム（４１）が、並進直線運動される
ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記光学システム（４１）は、個別化ユニット（１，１’，１”）を有し、この個別化
ユニット（１，１’，１”）は、前記空間光モデュレータ（１３－１５）と、前記単色光
線（６’－８’）を前記空間光モデュレータ（１３－１５）に向けて偏向させ、前記単色
変調光線（６”ー８”）を前記露光光線（２０）に共線的に合流させるための供給合流光
学機器（２１）とを有することを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記空間光モデュレータ（１３－１５）は、転向鏡（５２）の旋回によって走査され、
この転向鏡（５２）は、鏡平面内に存在する鏡軸線を中心にして回転可能であることを特
徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　補償鏡が、前記転向鏡（５２）の回転面内で、この転向鏡（５２）に対して面平行な方
向に対して所定の相対角度だけ旋回され、且つ当該間隔及び相対角度を維持しつつ、この
転向鏡（５２）と一緒にこの転向鏡（５２）の鏡軸線を中心にして回転されるように、前
記補償鏡は、前記転向鏡（５２）に間隔をあけて配置されていて、
　複色入射光線が、前記転向鏡（５２）と前記補償鏡と投影光学系とを通じて前記個別化
ユニット（１，１’，１”）に向けて偏向され、当該変調された露光光線が、前記投影光
学系と前記補償鏡と前記転向鏡（５２）を通じて案内されることを特徴とする請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　複数の異なった波長の光を提供する光源（２）と、当該光を色分離して個々に立体的に
変調する個別化ユニット（１，１’，１”）とを有する、色個別化ホログラムを作製する
ための装置（３０；５０）であって、
　前記光が、ホログラフィーマスター（３３）で少なくとも部分的に回折及び反射の少な
くとも一方を行われ、そして複色個別化ホログラムを表す干渉縞を形成し、この複色個別
化ホログラムが撮影されるように、前記光が、ホログラフィー記録材料（３１）中で変調
されて回折及び反射の少なくとも一方を行われなかった光と重ねられるように、当該変調
された光は、光学的に案内される当該装置（３０；５０）において、
　個別化ユニット（１，１’，１”）は、複数の空間光モデュレータ（１３－１５）と供
給合流光学機器とを有し、１つの空間光モデュレータが、前記光の複数波長の各々に割り
当てられていて、
　前記供給合流光学機器（２１）は、前記単色光線（６’－８’）をそれぞれの前記波長
に割り当てられた前記空間光モデュレータ（１３－１５）に向けて偏向させ、前記単色変
調光線（６”－８”）を前記露光光線（２０）に共線的に合流させるために構成されてい
て、これらの空間光モデュレータ（１３－１５）は、対応する前記単色光線（６’－８’
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）を、対応する波長ピクセルパターンにしたがって同時に個々に変調し、
　前記複数波長のうちの一波長が、前記個別化ホログラムのピクセルの各々に正確に割り
当てられているように、当該光線合流が実施されるように、前記空間光モデュレータ（１
３－１５）は、互いに指向されていて且つ制御されていることを特徴とする装置（３０；
５０）。
【請求項１０】
　前記光源（２）は、複色の縞状又は列状の入射光線（１１）を生成する複色縞光源であ
ることを特徴とする請求項９に記載の装置（３０；５０）。
【請求項１１】
　前記供給合流光学機器（２１）は、二色性光学要素及び偏光依存分光器を有し、又は２
つの二色性分光器及び２つの偏光する分光器ダイス（１７、１９）を有し、又は二色性Ｘ
プリズムダイス（２３）を有することを特徴とする請求項９又は１０に記載の装置（３０
；５０）。
【請求項１２】
　前記供給合流光学機器（２１）は、二色性Ｘプリズムダイス（２３）を有し、前記空間
光モデュレータ（１３－１５）は、この二色性Ｘプリズムダイス（２３）の３つの側面に
配置されていることを特徴とする請求項９又は１０に記載の装置（３０；５０）。
【請求項１３】
　光学システム（４１）を直線状に一方向に移動させるため、すべての空間光モデュレー
タ（１３－１５）を、対応する前記単色光線（６’－８’）によって同時に走査するため
の並進ユニットを備えることを特徴とする請求項９～１２のいずれか１項に記載の装置（
３０；５０）。
【請求項１４】
　前記光学システム（４１）は、前記個別化ユニット（１，１’，１”）を有し、
　転向鏡（５２）が、前記個別化ユニット（１，１’，１”）に対向して配置されていて
且つ前記ホログラフィー記録材料（３１）に配置されていて、この転向鏡（５２）は、鏡
平面内に存在する鏡軸線（５１）を中心にして回転可能に支承されていて、
　変調されなかった光が、前記転向鏡（５２）を通じて前記個別化ユニット（１，１’，
１”）に向けて案内可能であり、変調された光が、前記転向鏡（５２）を通じて当該投影
材料に向けて案内されていて、
　この転向鏡（５２）の回転が、前記空間光モデュレータ（１３－１５）の走査を引き起
こすことを特徴とする請求項１３に記載の装置（３０；５０）。
【請求項１５】
　補償鏡が、前記転向鏡（５２）の回転面内で、この転向鏡（５２）に対して面平行な方
向に対して所定の相対角度だけ旋回され、且つ当該間隔及び相対角度を維持しつつ、この
転向鏡（５２）と一緒にこの転向鏡（５２）の鏡軸線を中心にして回転可能であるように
、前記補償鏡は、前記転向鏡（５２）に間隔をあけて配置されていて、
　複色入射光線が、前記転向鏡（５２）と前記補償鏡と投影光学系（６３）とを通じて前
記個別化ユニット（１，１’，１”）に向けて偏向され、当該変調された露光光線（２０
）が、前記投影光学系（６３）と前記補償鏡と前記転向鏡（５２）を通じて案内されるこ
とを特徴とする請求項１４に記載の装置（３０；５０）。
【請求項１６】
　前記ホログラフィーマスター（３３）の走査時に、ドラム（３２）を、ドラム回転軸を
中心にして回転させるため、記録材料（３１）が、円筒状ドラム（３２）に当接して供給
可能であり、このドラム（３２）は、ドラム駆動装置に連結されていることを特徴とする
請求項９～１５のいずれか１項に記載の装置（３０；５０）。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、特に安全証書及び／又は有価証書用の安全（セキュリテイー）要素として
使用される着色個別化ホログラムを作製する方法と個別化ホログラムを作製する装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　安全要素は安全証書及び／又は有価証書を偽造或いは複写から守るために用いられる。
一種の安全要素はホログラムを意味する。安全要素には、しばしば、個別化記述、例えば
連続番号、証明番号、生体情報データ、画像（パスポート写真）などが包含されている。
これらは平文或いは画像形式に或いは光学的にコード化されるか、或いは機械読取り可能
に設けられている。
【０００３】
　個別化記述を備えるホログラムの作製の際の基本的措置が、例えば欧州特許出願公開第
０８９６２６０号明細書（特許文献１）に記載されている。特徴は次に短く説明される。
まず最初に、マスターホログラムを備えるホログラフィーマスターが作製される。次に、
ホログラフィーマスターはホログラフィー記録材料の後に位置決めされ、例えば平面的接
触で、場合によっては保護箔によって分離される。例えばレザーからのコヒーレント光は
ホログラフィー記録材料のホログラフィーマスターと反対を向いた側面に投影され、典型
的には所定の波長と所定の入射角を備えて、ホログラフィーマスターから再構成ホログラ
フィーマスターまでに応じて投影される。コヒーレント光はホログラフィー記録材料を貫
通して、マスターによって回折されるか、或いは反射され、この際にホログラムが入射光
との干渉によって再構成されて、ホログラムがホログラフィー記録材料を模写し、光化学
的或いは光物理的処理によってホログラフィー記録材料に保存する。この場合には、ホロ
グラフィーマスターが複数の波長のために高感度であり、これら波長に一致して回折する
ように、ホログラフィーマスターが整合されている。個別化は使用光の変調によって行わ
れる。ここに記載された配列と別の幾何学的配列が可能である。
【０００４】
　その点に関して知られた方法では、着色照明が着色空間光モデュレータの使用により通
常色三角形における白色光レザー或いは三つの異なった色レザーによる照明の下で行われ
る。着色再構成ホログラフィーマスターによりホログラムを作製するために、完全平面的
露光（感光）或いは走査光による感光が行われ、この際に感光が例えばピクセル記載或い
はライン記載の際のような適した形式で変調される。その点に関して知られた方法は、実
施態様で複雑で、一致した着色変調可能空間光モデュレータを必要とする。さらに、波長
当たりの回折効率が色三角形の異なった色の干渉に基づいてホログラムの同一個所或いは
ピクセルにおいてより低い。
【０００５】
　実務から空間光モデュレータにより液晶表示（ＬＣＤ）の形態で作動するデジタルプロ
ジェクターが知られている。動作方式は例えばスライドの投影に一致し、空間光モデュレ
ータがスライドの代わりに用いられる。
【０００６】
　実務からさらに、空間光モデュレータとしてのＤＭＤ（デジタルマイクロミラー装置）
を包含するデジタルプロジェクターが知られている。デジタルマイクロミラー装置は連続
的にそれぞれ基本色の部分画像により始動されて、デジタルマイクロミラー装置には交互
色セグメントを備える回転色車輪が基本色で後方接続されている。この場合には、デジタ
ルマイクロミラー装置の始動は、デジタルマイクロミラー装置がいつも光線路に存在する
色セグメントの色と一致する各部分画像により始動されるという条件付きで、色車輪の回
転運動による部分画像と同期されている。この場合には、色車輪の色交換の周波数が十分
に高いので、人間の眼が部分画像を区別できなく、むしろ部分画像が一つの全体画像に組
合せられる。一つの態様では、三つのデジタルマイクロミラー装置、それぞれ一つの基本
色に一つのデジタルマイクロミラー装置によって作動され、ＤＭＤがそれぞれ基本色に付
属された部分画像により始動される。
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【０００７】
　同様に実務からレザープロジェクターのプロジェクターが知られていて、三基本色の三
つのレザーからの光が回転鏡車輪によってブラウン管の電子線に類似して、列に投射面上
に走査されている。
【０００８】
　ドイツ特許出願公開第２００５０５４３９６号明細書（特許文献２）から空間光モデュ
レータの使用が対象にマーク付けするデジタルマイクロミラー装置（ＤＭＤ）の形態で知
られている。
【０００９】
　着色ホログラムを作製する感光に用いられるならば、これらの方法のすべては、同様に
波長当たりの回折効率が色三角形の異なった色の干渉に基づいてホログラムの同一個所或
いはピクセルにおいてより低いという欠点を伴っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】欧州特許出願公開第０８９６２６０号明細書
【特許文献２】ドイツ特許出願公開第２００５０５４３９６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　この発明の技術問題は、改良されたスペクトル回折効率を有し、特に時間を節約する作
製を構成する着色ホログラムを作製する改良された方法と改良された装置とを創作するこ
とである。
［定義］
　安全（セキュリテイー）要素は、少なくとも一つの安全特徴を包含する構造的ユニット
である。安全要素は安全証書及び／又は有価証書と結合されて、例えば貼り付けられ得る
独立構造的ユニットであり得るが、しかし安全証書及び／又は有価証書の一体的構成部材
が使用され得る。最初の例は安全証書及び／又は有価証書に貼付け可能なビザである。後
者の例は紙幣或いは証明書に一体化された例えばラミネート加工されたホログラムである
。
【００１２】
　安全（セキュリテイー）特徴は、（簡単な複写に比べて）費用の増加のみで或いは全く
許可されずに作製できるか、或いは再現できる構造である。
【００１３】
　マスターは、典型的には多数の並んで配列されたマスターユニット或いはピクセルから
成る。マスターユニット或いはマスターのピクセルは互いに付属されていて、定義された
形式で横方向に互いに配置され、典型的には二つの立体的次元に配置され、総体で例えば
画像、シンボル、ロゴ、字体（文字、数字、文字数字並記方式）或いはコード（例えばバ
ーコード）の表示を与える。　
【００１４】
　この発明の原表示の専門用語の範囲内では、ピクセルの概念がホログラムの範囲内で修
正されて使用される。このために、先行技術や上記明細書では、唯一のピクセルが三つの
基本色から形成する各任意の色を有するのに対して、隔離されたピクセルがこの発明の範
囲内で唯一の色のみ、即ちそれぞれのピクセルに付属された色を有する。先行技術の専門
用語を適用されると、発明の意味におけるピクセルがサブピクセルであり、ピクセルの表
現は発明では簡略化するために使用される。全着色した色印象は、この発明の範囲内では
この発明によるピクセルの密度が高いので、人間の眼がその密度を区別できなく、次に隣
接したピクセルの異なった回折効率或いは光度から異なった基本色とホログラムの該当領
域に表示すべき色がほとんど混合することによって生じる。この発明によるピクセルは典
型的には１μｍ２－１０６μｍ２の範囲、特に１０２μｍ２－１０５μｍ２の範囲の色を
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有する。色の不在は、色が認識できないことを意味する。色が存在しないこの発明による
ピクセルは例えば黒、灰色、白或いは透明であり得る。
【００１５】
　安全証書及び／又は有価証書として単に例として挙げられている：
　身分証明書、パスポート、ＩＤカード、出入管理証明書、ビザ、租税記号、チケット、
運転免許証、車検証、銀行券、小切手、郵便切手、クレジットカード、任意のＩＣカード
と付着チケット（例えば生産確保するために）。そのような安全証書及び／又は有価証書
は、典型的に基体、印刷層と任意の透明印刷層を有する。基体は支持構造体であり、その
上には、情報、画像、マスターなどを備える印刷層を塗布されている。基体用の材料とし
て、すべての専門通常工作材が紙土台及び／又は合成樹脂土台で問題である。
【００１６】
　空間光モデュレータ（ＳＬＭ）が修正された強度及び／又は位相を備える大抵平らな対
象の二次元に地域解像された照明或いは投射を可能とする。この場合には、例えばＤＭＤ
（デジタルマイクロミラー装置）チップ、ＬＳＤ（液晶表示体）透過表示体或いはＬＣｏ
Ｄ（シリコン上の液晶）表示体が使用される。すべては、多数のＳＬＭピクセルが形成さ
れて、各ＳＬＭピクセルが他のＳＬＭピクセルと無関係に作動できるか、或いは作動でき
ない（中間段が可能である）、それによりＳＬＭピクセルの適切な始動によってマスター
或いは画像が投射されるという点で共通である。自由始動によって難なく異なった画像或
いはマスターが時間的シリーズで前後に並んで発生され、例えばパスポート写真の形態で
発生される。
【００１７】
　コード或いはマスターが人或いは対象に関するより大きい全量から人或いは対象のため
に無類であるならば、コード或いはマスターが個別化する。国の住人の全量の内の一グル
ープの人のための個別化コードが例えば居住地の町である。人のための個別化コードが例
えば身分証明書或いはパスポート写真の番号である。紙幣の全量の内の一グループの紙幣
のための個別化コードが価値である。一つの紙幣のために個別化するのは連続番号である
。個別化しないコード或いはマスターのための例が領土の安全証書或いは有価証書用のワ
ッペン、略字、国章などである。
【００１８】
　ホログラフィー記録材料は、感光的である材料から成る層であり、ホログラフィーが不
可逆であるが、しかし可逆でも光化学的及び／或いは光物理的処理によって感光路で記憶
される。この発明の範囲内では、使用された材料が重要でない。すべての公知の材料が使
用され得るので、平均的専門家の専門文献に示唆されている。単に例としてホログラフィ
ーに通常のホトポリマーが挙げられている。
【００１９】
　色の概念はこの発明の範囲内では波長或いはスペクトル線と理解される。混合色が異な
った波長或いはスペクトル線を有する。それ故に、色の概念は視覚可能な領域の他にＵＶ
（紫外線）とＩＲ（赤外線）を包含する。存在が複色を包含するか、或いはその光学的印
象が複色（波長）によって刻印されるときに、存在が着色される。単色赤レザー光線がこ
の意味で着色と見做されずに、むしろ一色と見做される。
［この発明の特徴と好ましい実施態様］
【００２０】
　複数の異なった色（波長）の光が発生され、光が色分離されて個々に立体的に変調され
、光がホログラフィーマスターにて少なくとも部分的に回折され且つ反射されるか、又は
回折されるか、或いは反射されるように、修正された光が光学的に案内され、ホログラフ
ィー記録材料では、複色個別化ホログラを表現する干渉縞が形成され、複色個別化ホログ
ラが受けられるように、変調されて回折され且つ反射されるか、又は回折されるか、或い
は反射される光を重ねられる方法が提案されている。問題を解決するために、光が複数の
空間光モデュレータによって色分離されて同時に変調され、光の複数の色の各々に固有の
空間光モデュレータが付属されていて、その空間光モデュレータが適切な色の一色光線を
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個々に変調し、複数の色の複数の一色光線がホログラフィーマスターにおける回折及び反
射の少なくとも一方の前と複色に色分離されて個々の変調された感光光線に対してホログ
ラフィー記録材料の重なりの前に共線的に合流され、空間光モデュレータは、個別化ホロ
グラムのピクセルの各々に正確に複数の色（修正と無関係に）の一つが付属されているよ
うに、互いに配置され、光線合流が実施される。複色光線とは、異なった色（波長）の光
を有する光線である。それ故に、複色に色分離されて個々の立体的に変調された光線は、
個々の色に付属された割合が互いに無関係にホログラムを個別化するために立体的に変調
される光線である。この場合には、個々の一色の変調は色に付属された色ピクセルパター
ンにより行われる。けれども、これら色ピクセルパターンは通常には、それらが複色全マ
スターのそれぞれの一つの色割合を表現するように選択されている。色ピクセルパターン
の選択と個々に変調された一色光線の合流が行われるので、合流された複色感光光線の模
写がすべての色ピクセルパターンに、異なった色ピクセルパターンのピクセルが重ならな
い形式に重なって模写される。それ故に、模写平面における各場所に正確に複数の色の一
色（或いは無色）が付属されている。この場合には、複数の異なった個別化された複色ホ
ログラムの作製の際にこのホログラムの互いに適切なピクセルがいつも同じ色に付属され
ていない違いないことを強調する。複数の色の個別に対する全マスターにおけるピクセル
の付属が特に算出されて、観察者では全マスターの一定所望色印象を引き起こさせる。
【００２１】
　それ故に、ホログラフィー記録材料を備えるホログラフィー安全要素が発生され、複色
の二次元（全）マスターがホログラムの形態で形成されていて、（全）マスターがピクセ
ルによって形成され、各ピクセルには、専ら複数の色の一色が付属されていて、各ピクセ
ルが複数色の一色を有するか或いは色を有しない。そのような複色ホログラフィー安全要
素、即ち色個別化ホログラムの作製のために、複数の異なった色（波長）の光を立体的に
変調する光源と色分離して個々に立体的に変調する個別化ユニットとから成る装置が提案
されていて、変調された光がホログラフィーマスターに少なくとも部分的に回折され且つ
反射されるか、又は回折されるか、或いは反射されるように、変調された光が光学的に案
内され、ホログラフィー記録材料では、複色個別化ホログラムを表現する干渉縞が形成さ
れ、色個別化ホログラムが記憶されるように、変調されて回折され且つ反射された光と重
ねられ、技術問題を解決するために、個別化ユニットは、光の複数の色の各々に固有の空
間光モデュレータが付属されている複数の空間光モデュレータと、供給合流レンズとを包
含し、単色光線を各色に付属された空間光モデュレータに向けるレンズは適切な単色光線
を適切な色ピクセルにより同時に個々に修正し、単色修正された光線を感光光線に共線的
合流させるように形成されていて、空間光モデュレータは、個々のホログラムのピクセル
の各々に正確に複数の色の一色が付属されるか、或いは色（変調と無関係に）が付属され
ないように、光線合流が行われるように、整合始動されている。それ故に、複色光線の色
分離された、即ち色に基づいて分離された個別化は個別化ユニットに集約される複数の空
間光モデュレータによって行われる。この場合には、空間光モデュレータが特に共通の支
持ユニット上に配置されている。空間光モデュレータがしっかりと互いに整合されている
。けれども、空間光モデュレータが特に調整手段を備えているか、或いはそのような調整
手段に組み立てられ、調整を可能とすることがわかる。個別空間光モデュレータへの光線
案内を保証し、ホログラフィー記録材料に複写されたピクセルに正確に色が付属されてい
るか、或いは色が付属されていない形式で個別の単色の個々に変調された光線を感光光線
に合流を保証させるために、供給合流レンズが個別化ユニットに受けられている。特に供
給合流レンズの光学的要素が空間光モデュレータと同じ支持ユニット上に配置されている
。支持ユニットが特に光学的テーブルである。けれども、精密レンズにおける通常の要件
に一致する各適した構造的ユニットが使用され得る。個別空間光モデュレータはすべてが
等しいピクセル数とピクセル配列を包含し、特に等しく形成されている。そのような場合
には、個別空間光モデュレータの色マスターがカバー同じピクセルパターンをホログラム
に発生され得るように、個別空間光モデュレータを整合させることが好ましい。そのよう
な場合には、空間光モデュレータの始動ユニットが設けられ、色ホログラムの各ピクセル
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のためにそれぞれ空間光モデュレータの一つのみ（或いは無い）が適切な単色光線を個々
に変調する付属ピクセルを利用することを確保する。
【００２２】
　好ましい実施態様でも、空間光モデュレータが平面的に形成されている。これは、ホロ
グラムの全面的照明が可能であるという利点を提供する。けれども、平らに形成された空
間光モデュレータは、空間光モデュレータが同時に、互いにそれぞれに全マスターの同じ
部分領域が色ピクセルパターンに走査されて模写される形式で走査される方法に特に良好
に適している。平らに形成された空間光モデュレータは走査された作動方法のために、空
間光モデュレータの走査する色光線との同期が省略されるという利点を提供する。
【００２３】
　シリコン上の液晶（ＬＣｏＳ）である空間光モデュレータが使用されるのが特に好まし
い。この空間光モデュレータが光を変調して反射させて、この場合に変調された光の偏光
方向が変更される。
【００２４】
　空間光モデュレータが走査して上を流れる実施態様では、光源が複色帯状或いは列状光
線を発生させる複色帯光源である。そのような光源は例えば複数の個別光源を包含し、そ
の単色光線が複色入射光線に、例えば二色性鏡によって合流される。単色光線の共線性を
保証させるために、例えば離脱によって例えば４％反射ガラス板には制御回路が形成され
得て、制御回路が駆動要素によりピエゾ駆動体として形成され得る二色性鏡において複色
入射光線の光線品質を制御する。選択的に光源は、異なった色の単色、特に帯状或いは列
状光線を発生させる複数の個別光源を包含し、この異なった色の帯状或いは列状光線が合
流されない。
【００２５】
　特に好ましくは、光源が追加的色混合によって混合色、特に色、赤、青と緑の光を発生
できる三色の光を発生させることが設けられている。
【００２６】
　供給合流レンズは、好ましい実施態様でも、二色性光学要素と偏光依存光線分光器を包
含する。光線の構成に応じて、光学要素が複色入射光線に包含された色を単色光線に発散
させ、単色光線を空間光モデュレータへ案内し、個々に変調された光線を複色感光光線に
合流させるために使用される。特に二色性光学要素がそれぞれに色を有し、面垂線に対す
る４５°に反射してその他の色を透過させる二色性フィルタとして形成されている。偏光
依存光線分光器が特に偏光光線分光器ダイス（ＰＢＳ）として形成されている。
【００２７】
　空間光モデュレータとホログラフィー記録材料の間の出来るだけ同じ長さ区間と同じ空
間光モデュレータ並びに異なった空間光モデュレータの個別ピクセルを実現し、モデュレ
ータに沿って光が案内されることが個別化ユニットの構成にとって重要である。
【００２８】
　複色入射光線の色の分解並びに合流を可能とする個別化ユニットの特にコンパクトな構
成は、例えば中国のシャンドグの会社クリステコーテング・インコーポレイトにより手に
入る二色性Ｘプリズムを包含する。プリズムは内部に二つの二色性交差されたフィルタを
包含する。そのような二色性Ｘプリズムは、ダイスのように形成されたＸプリズムの前面
に入射する三色入射光線を三つの単色光線に分解することを可能とする。これらの単色光
線の一つの光線がＸプリズムの入射側に対向位置する背面において外へ出て、他の二つの
単色光線がＸプリズムの左右側において外へ出る、即ち前面と背面の間に配置されている
互いに反対に位置する側面において外へ出る。左側面、背面と右側面の前には、特にそれ
ぞれ一つのＬＣｏＳとして形成された空間光モデュレータが配置されている。空間光モデ
ュレータから反射され且つ修正された光が二色性Ｘプリズム内で再び複色変調光線に合流
される。この場合には、発生する光路長さが構成された個別化ユニット内部にそれぞれ同
じ長さである。
【００２９】
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　適切な空間光モデュレータによる単色光線の同時走査、即ち軽接触走査する光線案内は
、好ましい実施態様でも、光学システムの並進直線運動によって達成される。それ故に、
そのような実施態様では並進ユニットが設けられ、光学システムを直接的に一方向に移動
させ、すべての空間光モデュレータの走査を適切な単色光線によって同時に奏させる。特
に好ましい実施態様では、光学システムが個別化ユニットである。
【００３０】
　他の実施態様では、空間光モデュレータの走査が鏡平面に位置する鏡軸線を中心に回転
できる転向鏡の旋回によって奏されることが設けられている。特に回転軸線が模写光学機
器の焦点に存在し、この模写光学機器が鏡と個別化ユニットに配置された空間光モデュレ
ータとの間に配置されている。入射光線が入射するように、感光光線を同じ光路に沿って
戻される個別化ユニットを利用するならば、転向鏡が光線をホログラフィー記録材料に向
けるために使用され得る。そのような実施態様では転向鏡が個別化ユニットと模写材料に
対して配置されていて、その模写材料が鏡平面に位置する鏡軸線を中心に回転自在に支承
され、変調されていない光が転向鏡を介して個別化ユニットに案内でき、変調された光が
転向鏡を介して個別化ユニットに案内され、転向鏡の回転が空間光モデュレータの走査を
奏させる。
【００３１】
　転向鏡の使用の際には、光の異なった路長さがピクセルの位置に依存して空間光モデュ
レータに生じる。模写不鮮明を生じるこの路相違を補償するために、この発明の再現態様
では、転向鏡に間隔を置いて補償鏡は、転向鏡に対する平面平行配向に比べて転向鏡の回
転軸線に固定された相対角度を中心に旋回され、走査と相対角度の維持下で転向鏡と共通
にこの鏡回転軸線を中心に回転できるように、配置されていることが企図され、複色入射
光線が転向鏡、補償鏡と模写光学機器を介して個別化ユニットへ転向され、変調された感
光光線が模写光学機器と補償鏡と転向鏡を介して案内される。
【００３２】
　実施態様では、転向鏡が中空鏡として形成されている。
【００３３】
　個別化ユニットが感光光線を入射光線路に沿って反射する実施態様では、感光ユニット
が特にホログラフィー記録材料に対向位置して配置されている。個別化ユニットとホログ
ラフィー感光材料の結合ラインへ入射光線を接続することは特にこの間に配置された偏光
分光器立方体によって行われる。偏光入射光線が分光器立方体に９０°だけ偏向されて個
別化ユニットに案内される。そこで色分離されて個別化する変調が行われる。偏光で変更
されて変調された感光光線が再び偏光分光器立方体に入射できるけれども、この光線を偏
光の変更に基づいて通過させ、記録材料とその後に配置されたマスターホログラムに衝突
する。
【００３４】
　ホログラフィー記録材料の干渉縞に形成する干渉構造が大きさで一マイクメータからで
あるので、ホログラフィー記録材料が記録中にそれぞれ定義された状態で存在しなければ
ならない。ホログラフィー記録材料は通常にはフィルムとして形成されているので、ホロ
グラフィー記録材料がホログラフィーマスターに対する配列後に先行技術で公知の方法と
装置では大きさで二三秒である静止時間を必要とする。それ故に、ホログラフィー記録材
料がドラムに当接して配置されるときに、好ましく、ドラムがホログラフィーマスターの
際にドラムのドラム軸線を中心に回転される。ホログラフィー記録材料がドラムに当接す
ることによって、記録材料の静止が非常に迅速に生じる。さらに、ホログラフィー記録材
料は、長く延在したフィルムとして形成されているときに、ドラムに当接してドラムの領
域に配置され、即ちドラムのセクターに配置され、このセクターはホログラムの記録が感
光によって行われる領域から角度をもって離れる。
【００３５】
　特に簡単な光線の誘導はホログラフィーマスターを円筒状ドラムに嵌め込む、或いは嵌
め込んでおく方法と装置によって達成される。従って、ホログラフィー記録材料を供給す
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る場合、ホログラフィー記録材料はホログラフィーマスターの前に配置される。ホログラ
フィー記録材料を露光する場合、細かく分割して変調された光線が、先ずはホログラフィ
ー記録材料を貫通して、次にホログラフィーマスターに当たり、細かく分割して変調され
た光線の少なくとも一部が回折且つ反射されるか、又は回折されるか、或いは反射されて
、ホログラフィー記録材料内に個別識別可能なホログラムを表す干渉縞を形成することと
なる。ホログラフィーマスターをドラム又はドラムセグメントに嵌め込むことは、ドラム
を動かす、即ちドラム回転軸の周りにドラムを回転させることによって、ホログラフィー
マスターとホログラフィー記録材料の共に同期した走査を実現することができるという利
点を提供する。これによって、光学的に簡単な光線の誘導が可能となる。
【００３６】
　同様に、記録材料が露光過程中に固定式に露光箇所に動かなく、感光（露光）光線が記
録材料の上に案内されるステップと繰り返しの露光方法を使用することが可能である。個
別化されたホログラムが露光されるならば、新たな記録材料或いは記録材料の新たな部分
が露光箇所に移動される。
【００３７】
　ピクセルの分解を個別空間光モデュレータに保証させるために、光学センサーが特にホ
ログラムの模写の外部に好ましくは露光光線の衝突線の正接平面にホログラフィー記録材
料に配置されていて、光学センサーが制御部と連結されていて、個別空間光モデュレータ
の異なった着色ピクセルの重なりを検出し、調整部材を個別空間光モデュレータ及び供給
合流レンズの光学要素の少なくとも一方で始動し、異なった色のピクセルの新たな区別を
作成させる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】個別化ユニットと複数の個別光源を包含する光源との概略表示を示す。
【図２】複数の個別光源から成る光源により作動できる個別化ユニットの他の実施態様を
示す。
【図３】Ｘプリズムダイスに基く個別化ユニットの概略表示を示す。
【図４】完全着色個別化ホログラムを作製する装置の概略実施態様を示す。
【図５】完全着色個別化ホログラムを作製する装置の他の概略実施態様を示す。
【図６】完全着色個別化ホログラムを作製する装置の他の概略実施態様を示す。
【図７】走査する入射光線を発生させる転向鏡を使用する完全着色個別化ホログラムを作
製する装置の実施態様を示す。
【図８】走査鏡対を使用する完全着色個別化ホログラムを作製する装置の実施態様を示す
。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　次に、この発明は、好ましい実施例に基づいて詳細に説明される。
【実施例】
【００４０】
　図１には、概略的に個別化ユニット１と光源２が図示されている。光源２が異なった波
長のそれぞれの単色光を発生させる複数の個別光源３－５を包含する。図示された例では
、個別光源３が赤光を、個別光源４が青光を、個別光源５を緑光発生させる。個別光源３
－５は特に、それらが単色光線を特に縞状或いは列状光線として放射し、縞或いは列形状
が図面平面に垂直に延びているように、形成される。単色列状光線６、７、８が二色性鏡
或いはフィルタ９、１０を介して共線的に合流されて、複色入射光線１１を形成させる。
複色入射光線１１が白色光線と呼ばれ、というのは、そのような光線が色付加に基づいて
人間の眼により白色として知覚されるからである。個々の個別光源３、４、５が特にレザ
ーとして形成される、というのは、これらがホログラフィー模写用の必要な干渉性を準備
されるからである。さらに、個別光源３、４、５の光が同じ平面に、例えば図面平面に平
行に偏光される。単色緑光線８を図面平面に垂直に偏光させるために、その光路には半波
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長プレート（λ／２－プレート）１２が嵌め込まれる。個別光線６、７、８の共線性を入
射光線１１に保証させるために、放出部を介して例えば４％反射ガラスプレートには制御
回路が形成されて、駆動要素によりピエゾ駆動体として形成され得る二色性鏡９と１０に
おいて入射光線の光線品質を反射する。従って、光源２が複色縞光源を意味する。
【００４１】
　個別化ユニット１はそれぞれにＬＣｏＳとして形成された空間光モデュレータ１３、１
４、１５を包含し、これらモデュレータが色、赤、青、緑の順序に割り当てられている。
これら三つの空間光モデュレータ１３、１４、１５の各々が使用され、一つの付属単色光
線６、７、８を個々に変調させることである。空間光モデュレータ１３、１４、１５は個
別化ユニット１の共通支持ユニット（図示されていない）に配置されている。特に個々の
空間光モデュレータがピエゾ電気で駆動された調整部材（図示されていない）と連結され
ていて、この調整部材を介して空間光モデュレータ１３、１４、１５の相対的調整が互い
に可能である。入射光線１１が第一二色性分光器１６に案内され、この分光器が入射光線
１１に対して４５°角度の下に配置されている。第一二色性分光器１６は青光と緑光を透
過し、赤光を反射させる。従って、入射光線１１から単色赤光線６’が分離する。この単
色赤光線が偏光する分光器ダイス１７を介して赤色に割り当てられた空間光モデュレータ
１３に入る。図面平面と平行な偏光方向に基づいて単色赤光線６’が偏光する分光器ダイ
ス１７で偏向されない。空間光モデュレータ１３には単色赤光線が個々に変調される。戻
し反射されて個々に変調された赤光線６”はその偏光において、これら赤光線が分光器ダ
イス１７で９０°だけ偏向される。個々に変調された赤光線６”は最終的に第二二色性分
光器１８を通過し、この分光器が赤光を透過する。第一二色性分光器を通過した緑と青単
色光線７’、８’は他の偏光する分光器ダイス１９において互いに分離される。単色青光
線７’が他の偏光する分光器ダイス１９を偏向されずに通過する間に、この分光器ダイス
では、色青を割り当てた空間光モデュレータ１４が個々に変調され、分光器ダイスに戻さ
れて個々に変調された青光線７”として案内され、緑単色光線８’が他の偏光する分光器
ダイス１９において９０°だけ偏向されて、分光器ダイス１９から色緑を割り当てた空間
光モデュレータ１５が個々に変調され、他の偏光する分光器ダイス１９では個々に変調さ
れた緑光線８”として戻し反射される。青個別変調光線７”の偏光並びに緑個別変調光線
８”の偏光が変更されるので、青個別変調光線７”が他の偏光する分光器ダイス１９にお
いて９０°だけ反射され、緑個別変調光線８”が偏向されずに他の偏光する分光器ダイス
を透過する。両単色光線７”、８”が第二二色性分光器に衝突し、この分光器から９０°
だけ偏向される。第二二色性分光器１８は緑と青の光を反射させる。すべての偏向はそれ
ぞれに９０°だけ或いは反射が光線方向の１８０°だけ変更を奏されたので、すべての三
つの個々に変調された単色光線６”、７”、８”が第二二色性分光器１８を同じ位置で去
り、それにより個別変調露光光線２０として合流される。この場合には、供給合流光学機
器２１の光学要素の適した間隔、即ち第一二色性分光器１６と第二二色性分光器１８並び
に偏光する分光器ダイス１７、１９及び空間光モデュレータ１３、１４、１５が適した間
隔で互いに配置されていることが仮定される。露光光線２０は使用され得て、完全着色ホ
ログラフィー模写を形成させる。個別空間光モデュレータは、露光光線２０の模写の際に
異なった着色ピクセルが重ねられないように、互いに整合始動されている。特に空間光モ
デュレータ１３、１４、１５が等しいＬＣｏＳとして形成されている。空間光モデュレー
タはそのような場合には、個々のピクセルが互いに完全に重ねられるように、整合されて
いる。けれども、個別空間光モデュレータの始動に基づいて、それぞれ空間光モデュレー
タの最高の一つの空間光モデュレータが光を重なりを生じる全体ピクセルパターンの一つ
のピクセルに変調することが確保されている。従って、露光光線２０によって輸送された
全体ピクセルパターンが単色ピクセル或いは色が割り当てられていないピクセルを包含す
る。
【００４２】
　個々の単色光線６’、７’、８’が対応する空間光モデュレータ１３、１４、１５を走
査して流れることを達成させるために、全個別化ユニット１が入射単色光線６、７、８と
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４５°角度の下で即ち直線的並進運動方向２２と平行に移動される、即ち供給平面で上下
に移動される。
【００４３】
　図２には、個別化ユニット１’と光源２’の他の実施態様が図示されている。光源２は
この実施態様では、それぞれ一つの縞状単色光線６、７、８を放射する三つの個別光源３
、４、５を包含する。（同じ技術特徴がすべての図面には同じ参照符号を備えている）図
面平面に垂直である単色赤光線６’が偏光する分光器ダイス１７から９０°だけ偏向され
、赤色を反射する第一二色性分光器１６には新たに９０°だけ偏向され、別の偏光する分
光器ダイス１９に衝突し、新たに９０°だけ色赤を割り当てた空間光モデュレータ１３に
案内され、この空間光モデュレータがＬＣｏＳとして形成されている。青単色光線７’と
緑単色光線８’がそれぞれに面平面と平行に偏光されていて、それぞれ第一二色性分光器
１６と他の偏光する分光器ダイス１９或いは偏光する分光器ダイス１７を通して対応する
空間光モデュレータ１４或いは１５に衝突し、これら空間光モデュレータが対応する単色
光線７’と８’を個々に変調して戻し反射する。戻し反射されてその偏光方向に変更され
て個々に変調された単色光線７”と８”が他の偏光する分光器ダイス１９或いは偏光する
分光器ダイス１７においてそれぞれに９０°だけ偏向される。個々に変調された単色緑光
線８”が第二二色性分光器１８において反射される間に、個々に変調された単色光線６”
と青個別変調単色光線７”が第二二色性分光器１８を通して緑個別変調単色光線８”が反
射される箇所に衝突する。従って、この個別化ユニット１’では、合流された露光光線２
０が創作される。
【００４４】
　図１に基く実施態様では、両二色性分光器１６、１８と偏光する両分光器ダイス１７、
１９を包含する個々の空間光モデュレータ１３、１４、１５並びに供給合流光学機器２１
の他の光学要素は、それらが相対的に互いに調整できるように、形成される。空間光モデ
ュレータはピエゾ駆動された調整部材を介して作動中に互いに後で調整されて整合され得
る。個々の単色光線６’、７’、８’が対応する空間光モデュレータ１３、１４、１５を
走査して流れることを達成させるために、全個別化ユニット１’が入射単色光線６、７、
８と４５°角度の下で、即ち直線的並進運動方向２２と平行に移動され得る。
【００４５】
　図３では、個別化ユニット１”の他の実施が図示されている。この個別化ユニットは二
つの交差された二色性フィルタを包含する所謂Ｘプリズムダイス２３を包含する。複色入
射光線１１がＸプリズムダイス２３の前面２４からＸプリズムダイス２３に入射する。交
差されて統合された二色性分光器では、単色光線６’、７’、８’が入射する入射光線か
ら分割される。実施態様では、統合されて交差された二色性分光器が色赤と青を反射し、
一方、緑単色光線８’がＸプリズムダイス２３の背面２５を通してこれに属する空間光モ
デュレータ１５に入って、個々に変調される。赤単色光線６’と青単色光線８’が一致し
てＸプリズムダイス２３から左側面２６或いは右側面２７において外へ出る。そこで、そ
れら光線が対応する色を割り当てた空間光モデュレータ１３、１４から個々に変調され、
個々に変調された光線６”と８”として戻し反射される。戻し反射されて個々に変調され
た光線６”と８”が交差された二色性分光器において新たに９０°だけ偏向され、それで
個々に変調されて反射された緑単色光線８”と合流されて一つの複色変調露光光線２０に
なる。入射光線１１の連結と個々に変調された露光光線２０の分離が追加的に偏光する分
光器ダイス２８によって行われる。
【００４６】
　図４では、概略的に全色の個別化されたホログラムを作製する装置３０が図示されてい
る。ホログラフィー記録材料３１はドラム３２上に当接してこのドラムに供給される。ド
ラム３２では、ホログラフィーマスター３３が加工され、このマスターが例えば赤、青と
緑色の光を回折する。特に三色即ち赤、青と緑色を発生させる複色入射光線１１が追加的
に偏光する分光器ダイス２８に入射し、図３との関係に詳細に説明されたように、個別化
ユニット１”から色分離して個々に変調されて戻し反射される。個々に変調された露光光
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線２０が追加的に偏光する分光器ダイス２８から流出し、ホログラフィー記録材料３１を
透過し、少なくとも部分的にドラム３２に存在するホログラフィーマスター３３において
回折及び反射の少なくとも一方が行われる。回折及び反射の少なくとも一方の割合がホロ
グラフィー記録材料において個々に色分離されて変調された露光光線２０に重ねられ、そ
れで着色個別化されたホログラムを表す干渉縞が形成される。
【００４７】
　図示された実施態様では、縞走査、即ち空間光モデュレータ１３－１５が個別化ユニッ
ト１”の並進運動方向２２に沿って奏される。これら空間光モデュレータが記録材料３１
にて露光光線２０の衝突線で正接平面３４と平行であり、露光光線が入射光線１１のよう
に図面平面と垂直に縞状に形成されている。ホログラフィー記録材料３１の露光は、ホロ
グラフィー記録材料３１とホログラフィーマスター３３がドラム３２の運動によって個別
化ユニット１”の並進運動に適合して移動するように、行われる。ドラム３２の回転速度
は、ホログラフィー記録材料３１の透過期間が干渉縞によって表されたホログラムを記憶
するために露光光線２０の通過中にホログラフィー記録材料３１における十分なエネルギ
ー量を有する露光時間に一致するように、選択されている。透射と記憶は、個別化ユニッ
ト１”により模写される個別化する全マスター３３において異なった着色光が模写されて
いるピクセルを与えないように、行われる。これは、個々の空間光モデュレータ１３－１
５の異なった色のピクセルが重ねられることを意味する。個々の空間光モデュレータ１３
－１５の後整合或いは調整を実施できるために、模写領域に隣接して、即ち好ましくはド
ラム３２の傍の横に図面平面の上部或いは下部の表示で、好ましくは正接平面３４に光学
センサーが配置されていて、異なった着色ピクセルの重なりを検出でき、異なった着色ピ
クセルを分離する調整が調整制御ユニット３７と空間光モデュレータ１３－１５に配置さ
れて特にピエゾ電気で構成された調整部材とを介して作用され得る。
【００４８】
　図５と６には、完全着色個別化ホログラムを作製する装置３０の他の実施態様が図示さ
れている。この実施態様では、空間光モデュレータ１３－１５の走査流れは偏向鏡４２を
包含する光学システム４１の運動によって達成される。図５による実施態様では、光学シ
ステム４１が追加的に偏光する分光器ダイス２８を包含する。図６による実施態様では、
光学システム４１が偏向鏡４２のみを包含する。
【００４９】
　両実施態様では個別化ユニット１”が図４による実施態様に比べて９０°だけ回転され
ている。これは、Ｘプリズムダイス２３の前面２４が露光方向４３と平行に配向されてい
ることを意味する。入射光線１１は図５による実施態様では同様に露光方向４３と平行に
４５°角度の下に配置されている偏向鏡４２に入り、入射光線１１を９０°だけ個別化ユ
ニット１”に偏向させる。この個別化ユニットから個々に色分離されて変調された露光光
線２０が反射され、追加的分光器２８に放射され、９０°だけホログラフィー記録材料３
１への方向に偏向される。光学システム４１が露光方向４３と平行に、即ち個別化ユニッ
ト１”のＸプリズムダイス２３の前面２４と平行に並進的に直線に移動されるので、空間
光モデュレータ１３－１５の走査が達成される。
【００５０】
　図５には、この光学システム４１が第二の状態を点線で図示されている。衝突位置即ち
衝突線３５がドラム軸線（図示されていない）に対して走査中に変更されなかったことが
良く認識すべきである。
【００５１】
　図６では、入射光線１１が最初に追加的偏光分光器ダイス２８に入り、９０°だけ転向
され、光学システム４１の偏向鏡４２に入る。偏向鏡４２から入射光線１１が新たに９０
°だけ転向される。個別化ユニット１”から個々に変調された露光光線２０が偏向鏡４２
と追加的偏光分光器ダイス２８とを介してホログラフィー記録材料３１へ偏向される。新
たに光学システム４１が点線で第二の状態を図示されていて、この第二の状態では光学シ
ステムがこの場合に露光方向４３と平行に配向されている並進方向２２に沿う並進運動に
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よって直線的に送られて、空間光モデュレータ１３－１５の走査を奏する。
【００５２】
　図７では、個別化された着色ホログラムを作製する装置５０の他の実施態様が図示され
ている。この実施態様では、入射光線１１が追加的偏光分光器ダイス２８を介して最初に
９０°だけ転向され、鏡回転軸線を中心に回転可能に支承された転向鏡５２に衝突する。
この場合には、鏡回転軸線５１が転向鏡５２の鏡平面に存在する。入射光線１１の衝突線
が転向鏡５２の鏡回転軸線５１と一緒になる。これは、さらに、個別化ユニット１”の前
に配置されている模写レンズ５３の焦点に存在する。回転傾斜によって空間光モデュレー
タ１３－１５の走査が達成され得る。この走査は、これが図４との関係で説明されたよう
に、無論、ドラムの回転運動と同期されている。けれども、この実施態様では、異なった
路長さが生じ、その路長さに沿って露光光線が空間光モデュレータ１３－１５の個々の部
分からホログラフィー記録材料３１へ案内される。
【００５３】
　図８には、補償鏡と呼ばれている別の転向鏡６１によってこの路長さの相違が補償され
ている実施態様が示されている。この別の転向鏡６１は一定間隔６２と一定相対角度δα
の下で転向鏡５２と一緒にその鏡軸線５１を中心に回転できる。入射光線１１はこの実施
態様では追加的偏光分光器ダイス２８、転向鏡５２と別の転向鏡６１と模写レンズ５３を
介して個別化ユニット１”に偏向される。露光光線２０が個別化ユニット１”から模写レ
ンズ５３、別の転向鏡６１と転向鏡５２並びに追加的偏光分光器ダイス２８を介してホロ
グラフィー記録材料３１へ偏向される。この実施態様でも、転向鏡５２の鏡軸線５１が模
写レンズ５３の焦点に存在する。
【００５４】
　個別化ユニット１”、光源２と完全着色個別化ホログラムを作製する装置３０、５０の
記載された実施態様は単に例としての特性を有する。それは、当業者にとって他の構成が
可能であることを意味する。特に図４乃至６による実施態様との関係において、この発明
の記載を不必要に複雑化しないために、模写レンズの記載を放棄された。
【符号の説明】
【００５５】
　１，１’，１”．．．．個別化ユニット
　２．．．．．光源
　３．．．．．個別光源（赤）
　４．．．．．個別光源（青）
　５．．．．．個別光源（緑）
　６，６’．．．．着色光線（赤）
　７，７’．．．．着色光線（青）
　８，８’．．．．着色光線（緑）
　６”．．．．単色個別変調光線（赤）
　７”．．．．単色個別変調光線（青）
　８”．．．．単色個別変調光線（緑）
　９，１０．．．．二色性鏡
　１１．．．．入射光線
　１２．．．．半波長プレート
　１３．．．．空間光モデュレータ（赤）
　１４．．．．空間光モデュレータ（青）
　１５．．．．空間光モデュレータ（緑）
　１６．．．．第一二色性分光器
　１７．．．．偏光する分光器ダイス
　１８．．．．第二二色性分光器
　１９．．．．別の偏光する分光器ダイス
　２０．．．．露光光線
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　２１．．．．供給合流光学機器
　２２．．．．並進運動方向
　２３．．．．Ｘプリズムダイス
　２４．．．．前面
　２５．．．．背面
　２６．．．．左側面
　２７．．．．右側面
　２８．．．．追加的に偏光する分光器
　３０．．．．個別化ホログラムを作製する装置
　３１．．．．ホログラフィー記録材料
　３２．．．．ドラム
　３３．．．．ホログラフィーマスター
　３４．．．．正接平面
　３５．．．．衝突線
　３６．．．．光学センサー
　３７．．．．制御ユニット
　４１．．．．光学システム
　４２．．．．偏向鏡
　４３．．．．露光方向
　５０．．．．個別化ホログラムを作製する装置
　５１．．．．鏡軸線
　５２．．．．転向鏡
　５３．．．．模写レンズ
　６１．．．．別の転向鏡
　６２．．．．一定間隔
【図１】 【図２】

【図３】
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